
F2.5A

058114





JMU01437

はじめに

ヤマハ船外機をお買い上げ戴きまことにありがとうございます。

この取扱説明書は、船外機の正しい取り扱い方法と簡単な点検、整備

について説明してあります。

万一、取り扱いを誤ると重大な事故や故障等の原因となります。

船外機の取り扱いを十分ご存知の方も製品独自の装備や取り扱いが

ありますので、ご使用される前には本書を必ずお読みいただき、また

ご使用時には携帯し安全快適なマリンライフをお楽しみください。

本書では正しい取り扱い、および点検整備に関する必要な事項を下記

のシンボルマークで表示しています。

� 仕様の変更などにより、図や内容が一部実機と異なる場合がありま

すのでご了承ください。

� 本書は大切に保管し、船外機の転売や譲渡等をされる場合は必ず添

付してください。

� 保証書はよくお読みいただき裏面の取扱店名、捺印をご確認のう

え、大切に保存してください。

本書では内容や図は F2.5AMHを基本に標準的な装備品を想定して説明

しております。モデルや仕様によっては適合しない項目もあります。

安全に係わる注意情報を意味しています。

取り扱いを誤った場合、死亡または重傷に至る可能性

が想定される場合を示してあります。

取り扱いを誤った場合、重傷に至る可能性または物的

損害の発生が想定される場合を示してあります。

正しい操作の仕方や点検整備上のポイントを示してあ

ります。

ご不明な点や不具合なところがありましたら、お早めにお買い

上げのヤマハ取扱店にご相談、またはお申しつけください。

ヤマハ取扱店では、お客様の良きアドバイザーとしてご来店を

お待ち申し上げております。
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製造番号の記録

JMU00463

船外機製造番号

製造番号は、クランプブラケットの左舷側に

貼ってあります。

ヤマハ取扱店への部品注文の際や盗難に

あったときのために、空欄に番号を控えてお

くと便利です。

1 製造番号
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安全にご使用するにあたって

あなた自身と同乗者の安全のために

� この取扱説明書をよく読んでからお使い

ください。

� 船体の取扱説明書、および全ての注意書

きやラベルをよく読んでから運転を行

なってください。

� 船体の最大搭載馬力を越える船外機の取

り付けは危険ですから絶対に行なわない

でください。

� 改造は絶対に行なわないでください。

� 飲酒運転は絶対に行なわないでくださ

い。

� 救命胴衣は必ず船内に搭載し、船舶検査

機関承認のものをご使用ください。

� ガソリンは高い引火性や爆発性がありま

すので、取り扱いには十分注意を払って

ください。特に、エンジン始動時にはガ

ソリンの洩れがないことを確認してくだ

さい。

� 排気ガスは一酸化炭素を含み中毒をおこ

す恐れがあります。ボートハウスなどの

閉め切った場所ではエンジンを始動させ

ないでください。

� エンジン始動前にはスロットル、シフト、

ステアリングの作動確認を行なってくだ

さい。

� 運転中は緊急エンジン停止スイッチの装

備されているものは、カールコードを手、

足や衣服の丈夫な場所に取り付けてくだ

さい。

� 天気予報等を確認してから出港してくだ

さい。

� 運航予定を関係者（マリーナや家族等）に

届けてから出港してください。また、帰

港時には必ず帰港の連絡を関係者にして

ください。

� 操船中は常識とすみやかで適正な判断が

要求されます。そのためには、海況の変

化に応じた操船技量を把握しておかなけ

ればなりません。操船は必ず操船者の技

量やボート本体の航行能力の範囲内で行

なってください。

� 海事関係の各所や団体等から出版されて

いる船舶関連の安全教本等も合わせて読

んでおいてください。

他の船舶や遊泳者の安全のために

� 海上の交通法規や地域規定（条例等）、お

よびマナーを守った操船を行なってくだ

さい。

� 遊泳者等には十分注意を払ってくださ

い。付近に遊泳者がいるときはエンジン

を停止してください。

� 航走は常に周辺の障害物や船舶等に十分

注意を払い、安全なスピードで行なって

ください。

� 海水浴場等への乗り入れは行なわないで

ください。
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重要ラベル貼付場所

警告ラベル

1

2
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3

4

注意ラベル
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燃料とオイル

ガソリンは高い引火性と爆発性があります。

� 給油中は、タバコ等の火気や他の火種に

なるようなものを近づけないでくださ

い。

� 給油は、エンジンを停止してから行なっ

てください。

� 給油は、換気の良い場所で行なってくだ

さい。

� こぼさないように、取り扱いには十分に

注意を払って行なってください。

こぼれた時には、ただちに拭き取ってく

ださい。

� 燃料タンクには、規定容量以上給油しな

いでください。

� 燃料タンクキャップは、確実に締めてく

ださい。

� 飲み込んだり、目に入ったり、または多

量の揮発蒸気を吸い込んだ場合は、ただ

ちに医師の診断を受けてください。

� 皮膚に付着した場合は、ただちに石鹸等

を使って洗い流してください。衣類に付

着した場合は、着替え等を行なってくだ

さい。

水や不純物の混ざっていない、きれいな容器

に入った、新しいガソリンを使ってくださ

い。

JMU00471

ガソリン

推奨ガソリン；

無鉛レギュラーガソリン
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エンジンオイル

ヤマハ 4サイクルオイル、または同等品をご

使用ください。

部品番号 90790-71504（20L 缶）

90790-71505（4L缶）

90790-71506（1L缶）

SAE 規格：10W-30、10W-40

API 分類：SE、SF、SG、SH、SJ

推奨エンジンオイル ;

ヤマハ純正マリンオイル SJ（10W-30、SJ）

工場出荷時にはエンジンオイルは入ってお

りません。

JMU00476

ギヤオイル

部品番号 90790-73602(350ml)

90790-73603(750ml)

推奨ギヤオイル ;

ヤマハ船外機ギヤオイル、または

ハイポイドギヤオイル (SAE90)
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プロペラ

船外機の航走性能は、プロペラの選び方に

よって大きく影響を受けます。

不適切なプロペラは性能が引き出せないば

かりではなく、重大な故障の原因にもなりか

ねません。

エンジンの回転数はプロペラサイズやボー

トの状態によって変わってきます。

全開エンジン回転数が規定範囲より高すぎ

たり低すぎたりした場合は、エンジンに悪影

響をおよぼします。

指定された全開エンジン回転範囲に合わな

いプロペラが付いている場合は、ピッチの異

なるプロペラを使って合わせます。

重負荷には、よりピッチの小さなプロペラを

使って全開エンジン回転範囲に合わせます。

逆にピッチの大きなプロペラは、軽負荷用と

なります。

ボートの使用状態に最も適合するプロペラ

の選定は、ヤマハ取扱店にご相談して決めて

ください。

ボートが満載状態でスロットルを全開にした

時に、エンジン回転数が仕様諸元で指定した

全速回転範囲の中間値、またはそれ以上とな

るプロペラを選んでください。ボートが軽荷

状態になったときには、指定回転範囲を越え

ないように、スロットルを調整してください。

1 プロペラ直径 (インチ )

2 プロペラピッチ ( インチ )

3 プロペラの種類 ( プロペラマーク )

プロペラの取り付け、および取り外しに関し

ては、第４章の“プロペラの点検”の項目を

ご覧ください。

スロットル全開航走時のエンジン回

転範囲 ;

第４章の“仕様諸元”をご覧ください。
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第２章

各部の名称と機能

主な構成部品 ...................... 2-1

操作系とその機能 .................. 2-2
燃料タンク ..................... 2-2
燃料コック ..................... 2-3
ギヤシフトレバー ............... 2-3
チョークノブ ................... 2-4
手動始動ハンドル ............... 2-4
ティラハンドル ................. 2-4
ステアリングフリクション
調整ノブ /スクリュ ............. 2-7
チルトピン ..................... 2-7
チルトサポートレバー ........... 2-7
トップカウル脱着レバー ......... 2-8
キャリングハンドル ............. 2-8
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主な構成部品

1 トップカウル

2 トップカウル脱着レバー

3 キャリングハンドル

4 ステアリングフリクション調整ノブ

5 キャビテーションプレート

6 プロペラ

7 冷却水吸水口

8 チルトピン

9 クランプブラケット

0 ティラハンドル

A エアベントスクリュ

B 燃料タンクキャップ

C 手動始動ハンドル

D エンジン停止ボタン／緊急エンジン停止スイッチ

E クランプハンドル

F ロープアタッチメント

G ギヤシフトレバー

H チョークノブ

( 注 )燃料タンク、リモコン関連、メータ類、および

プロペラ等の備品はオプションとなっている場

合があります。

詳しくは、ヤマハ取扱店へお問い合わせくださ詳しくは、ヤマハ取扱店へお問い合わせくださ詳しくは、ヤマハ取扱店へお問い合わせくださ詳しくは、ヤマハ取扱店へお問い合わせくださ

い。い。い。い。
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操作系とその機能

JMU01712¯

燃料タンク

船外機上部のトップカウル内に装備されて

います。

1 燃料タンクキャップ

2 エアベントスクリュ

� 保管または係留時は、燃料タンクを空に

してください。

� 使用後はエアベントスクリュを閉じてく

ださい。

JMU00489

燃料タンクキャップ

燃料タンクの給油口のふたです。反時計方向

に回すと緩みます。

JMU01424

エアベントスクリュ

燃料タンクキャップに付いています。

反時計方向に回すと緩み、燃料タンク内の圧

力が大気開放されます。

燃料タンク容量；

第４章の仕様諸元表を参照ください。
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燃料コック

燃料コック 1 は燃料タンクからエンジンへ

の燃料を供給、停止させるためのものです。

JMU00493

燃料コック“閉”

燃料タンクからの燃料の供給が止まります

（図 a）。エンジン運転中以外は、常時この

位置にしておきます。

JMU00494

燃料コック“開”

燃料タンクからキャブレタへ燃料が流れま

す。エンジン運転中は、この位置にしておき

ます。

JMU00497

ギヤシフトレバー

前方 (船首側 )へ倒すと前進します。

1 中立 (ニュートラル )

2 前進
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チョークノブ

ノブを引くことにより、冷えているエンジン

の始動に必要な濃い混合気が供給されます。

JMU00504

手動始動ハンドル

手動でエンジンをクランキングさせ始動す

るときに使います。

JMU00509

ティラハンドル

舵取り操作は、ティラハンドルを左右に動か

して行ないます。また、次の機能が装備され

ています。

1 スロットルコントロールグリップ

2 スロットルインジケータ

3 スロットルフリクション調整ノブ

4 エンジン停止ボタン　/　緊急エンジン停止スイッチ

JMU00510

スロットルコントロールグリップ

ティラハンドルの先端にあります。

反時計方向に回せば加速し、時計方向に回せ

ば減速します。
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スロットルインジケータ

スロットル開度の目安を表示します。

1 スロットルインジケータ

JMU00515

スロットルフリクション調整ノブ

スロットルコントロールグリップの動きの

重さを調整するノブがティラハンドルに装

備されています。

操船者の好みに合わせて、調整ができます。

調整ノブは、締めすぎないようにしてくださ

い。

スロットルコントロールグリップの動きが

重すぎると、操船に支障をきたし事故につな

がる恐れがあります。

重さ (抵抗 ) ノブ

増やす 時計方向に回す

減らす 反時計方向に回す
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緊急エンジン停止スイッチ

航走中に操船者が落水等で操船不能に陥っ

たとき、カールコード 2 が伸びてロックプ

レート 1 が外れ、エンジンを急停止させ船

の暴走を防ぐ仕組みになっています。カール

コードは確実に操船者の衣服または手、足に

取り付けてください。

� 操船中はカールコードを衣服の丈夫な場

所または手、足に取り付けてください。

� 衣服の緩みそうな部分にはカールコード

を取り付けないでください。また、身体

の操船に支障をきたすような場所には取

り付けないでください。

� 航走中はカールコードが身体や周辺の機

器等に干渉して不意にロックプレートが

外れないようにしてください。急減速し

て操船に支障をきたすばかりでなく、同

乗者や荷物等が前方へ投げ出される恐れ

があります。

ロックプレートが外れた状態ではエンジン

の始動はできません。

JMU00517

エンジン停止ボタン

赤いエンジン停止ボタンを押すことにより、

エンジンを停止することが出来ます。
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ステアリングフリクション調整ノブ /

スクリュ

ステアリングの動きの抵抗を調整するノブ/

スクリュがスイベルブラケットに付いてい

ます。操船者の好みに合わせて調整が出来ま

す。

JMU00549

ステアリングフリクションの調整

調整ノブ /スクリュは、締めすぎないように

してください。ステアリング操作の抵抗が大

きすぎると、操船に支障をきたし事故につな

がる恐れがあります。

JMU01286

チルトピン

チルトピンの位置を変えることで、船外機を

いっぱいまで下げた位置が決まります。

ノブ /スクリュ 抵抗

時計方向に回す 増える (重たくなる )

反時計方向に回す 減る (軽くなる )

JMU00585

チルトサポートレバー

船外機をいっぱいにチルトアップした状態

を保つときに、レバーを降ろして保持しま

す。
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トップカウル脱着レバー

トップカウルを外すときは、前面と背面の

ロックレバーの下部を引き上げロックを解

除し、トップカウルを持ち上げて外します。

取り付けは、逆の手順で行ないます。その時

に、トップカウルが正しくはまっているこ

と、およびロックが確実にされていることを

確認してください。

JMU01237

キャリングハンドル

船外機の背面に装備されています。片手で

持って船外機をバランス良く容易に運ぶこ

とが出来ます。
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第３章

運転と操作
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後進 .......................... 3-13

エンジン停止 ..................... 3-14
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チルトアップ・ダウン ............. 3-18
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チルトダウン .................. 3-19
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船外機の取り付け

船外機の取り付け高さが不適切、あるいは水

の流れを遮るような取り付けを行なった場

合には、航走中にスプレー( 飛沫 ) が揚がる

ことがあります。

スプレー(飛沫 )を揚げながら航走を続けた

場合は、エンジンに大きな損傷をきたす恐れ

があります。

水上でテストをする場合は、最大積載状態で

船体の浮力を調べてください。

その状態でエンジンを停止したときに、波が

打ち寄せてきてもエンジン内部に水が逆流

してこないように、補助排気孔が水面よりも

十分に高い位置にあることを確かめてくだ

さい。
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ボートトランサムへの取り付け

� 船体の最大搭載馬力を越える船外機の取

り付けは、船の安定性に影響しますので

絶対に行わないでください。最大搭載馬

力が判らないときは、船体の製造業者に

お問い合わせください。

� 船外機と船体の組み合わせは多種多様な

ため、それぞれの仕様によって取り付け

方法は必ずしも同一ではありません。こ

こでの説明は一般的な参考としてくださ

い。

船外機の取り付けが不適切な場合は操船が

困難になるばかりでなく操船不能に陥った

り、また火災等の原因となる恐れがありま

す。

� クランプハンドルを使って取り付け

る場合はヤマハ取扱店で取り付け方

の指導を受けてから行なってくださ

い。

船外機はボートトランサムの中央 ( 船体中

心 )1に取り付けます。その時に操船に支障

をきたさないよう、ボートの安定性が良いこ

とを確かめます。

ボートの仕様等により取り付けが困難な場

合はヤマハ取扱店にご相談ください。
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取り付け高さ

効率のよい航走をするためには、船外機と船

体の水の抵抗を出来る限り減らす必要があ

ります。船外機の取り付け高さは水の抵抗に

大きく影響を与えます。

取り付け高さが高すぎる場合は、航走中に

キャビテーションをおこし推進力が低下し

ます。同時にエンジン回転数が異常に高くな

りオーバーヒート等の原因となる恐れがあ

ります。

取り付け高さが低すぎる場合は、水の抵抗が

増え推進効率が低下します。

一般的には船外機キャビテーションプレー

トの位置が、船底 ( キール ) から 25mm 下方

の間に収まるように取り付けます。

� 船外機と船体仕様の組み合わせによって

は、取り付け高さは一律ではありません。

試走して最良の取り付け高さを決めてく

ださい。

� トリム角度については「トリム角度の調

整」の項目を参照ください。

JMU00606*

船外機の取り付け

1) ボートトランサムの中央でクランプハ

ンドルを確実に締め込んで取り付けま

す。

運転中の振動でクランプハンドルが緩

まないように、ときどき締まり具合を点

検してください。



3-4

クランプハンドルが緩んだ場合には、船外機

がボートトランサム上を移動したり、または

脱落することがあります。その結果、操船に

支障をきたし事故の原因となる恐れがあり

ます。

クランプハンドルは確実に締め付けてくだ

さい。

2) 係船ロープ等を使ってロープアタッチ

メントと船体の丈夫な場所を結び付け

ておくことをお奨めいたします。何らか

の原因で船外機がボートトランサムか

ら脱落した場合に、水中へ失うことがあ

る程度予防できます。
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出港前の点検

出港前点検中に1つでも不具合が見つかった

ときは、点検整備を済ませてから出港してく

ださい。事故につながる恐れがあります。

陸上ではエンジンを始動させないでくださ

い。オーバヒートや重大な損傷の原因になり

ます。

JMU00624

燃料

� 燃料が満タンになっていることを確認し

てください。

� 燃料漏れがないことを確認してくださ

い。

JMU00627

オイル

� オイルレベルゲージでオイル量を確認し

てください。少ない場合はオイル漏れが

ないことを確認し、オイルレベルゲージ

の上限マークまでオイルを補給してくだ

さい。
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作動系

� スロットル、シフト、ステアリングが正

常に作動することを確認してください。

� 各作動部分に引っ掛かりや、余分な遊び

が無くスムースに機能することを確認し

てください。

� 各接続部の緩みや取り付け状態を確認し

てください。

� 水上に降ろしてエンジン始動 / 停止ス

イッチの作動を確認してください。

JMU00629

エンジン本体

� エンジン取り付けボルトの緩みや、取り

付けの状態を点検してください。

� プロペラの損傷を点検してください。

JMU01427¯

エンジンオイル量の点検

1) 船外機を垂直な状態にします。

2) エンジンオイルの油面がオイルレベル

ゲージの上限と下限マークの間にある

ことを確認します。下限マーク以下の場

合は補充します。上限マーク以上の場合

はオイルを抜きます。

1 オイルレベルゲージ

2 下限マーク

3 上限マーク
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燃料タンクへの給油

1) 燃料タンクキャップを外します。

2) 注意しながら給油します。

3) 給油後は確実に燃料タンクキャップを

締めます。こぼれた燃料は、ふきとって

ください。

燃料タンクの容量 ;

第 4章の仕様諸元をご参照ください。
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慣らし運転

新しいエンジンは、摺動部品の表面のなじみ

を出すために、慣らし運転の期間が必要で

す。

慣らし運転を正しく行なうことにより初期

性能をいかん無く発揮し、エンジン構成部品

の寿命も延びます。

慣らし運転を怠ると、構成部品の寿命が減る

ばかりではなくエンジンに損傷を与える原

因となる恐れがあります。

JMU01139

慣らし運転の手順

航走しながら負荷をかけて行ないます。

1) 最初の１時間

スロットルコントロールグリップ開度

を約半分、または 2,000 回転付近で使っ

てください。

2) 次の 1時間

スロットルコントロールグリップ開度

を 4分の 3、または 3,000回転付近で使っ

てください。

慣らし運転時間；のべ１０時間

3) 残りの 8時間

全開航走を 5分以上、続けないでくださ

い。

4) 10時間以降

通常にご使用できます。
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エンジン始動

� エンジン始動前はボートを確実に係留

し、付近に障害物等や遊泳者が居ないこ

とを確認してください。

� エアベントスクリュを緩めるときは燃料

がにじみ出たり、燃料の揮発蒸気が洩れ

ることがあります。火災や爆発の原因と

なりますので、煙草等の火気は近づけな

いでください。

� 排気ガスは一酸化炭素を含み中毒をおこ

す恐れがあります。ボートハウスなどの

閉め切った場所ではエンジンを始動させ

ないでください。

1) エアベントスクリュを 1回転緩めます。

2) 燃料コックを開けます。

燃料コックを開いてからキャブレタに燃料

がまわるのに 20 秒程度かかることもありま

す。
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ティラハンドル仕様の手順

3) ギヤシフトレバーを中立（ニュートラ

ル）にします。

不意なボートの発進を避けるため、常に中立

（ニュートラル）で始動してください。

4) カールコードを衣服の丈夫な場所や手、

足に確実に着け、ロックプレートを緊急

エンジン停止スイッチに差し込みます。

� 操船中はカールコードを衣服の丈夫な場

所や手、足に確実に付けてください。

� 衣服の緩みそうな場所にはカールコード

を付けないでください。また、操船に支

障をきたすような場所への取り付けは行

なわないでください。

� 航走中はカールコードが身体や周辺の機

器等に引っ掛かり不意にロックプレート

が外れないようにしてください。操船に

支障をきたすばかりでなく、ロックプ

レートが外れることにより急減速され同

乗者や荷物等が前方へ投げ出される恐れ

があります。

5) スロットルコントロールグリップを始

動位置にします。
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手動始動の場合

6) エンジンが冷えているときは、チョーク

ノブをいっぱいに引きます。

負荷運転を行なった直後等の再始動時には、

チョークノブを引く必要はありません。

7) 手動始動ハンドルを抵抗を感じるとこ

ろまで、ゆっくりと引きます。そこか

ら、真後ろに一気に強く引いてエンジン

を始動させます。

8) 手動始動ハンドルをゆっくりと元の場

所に戻します。

� エンジンが冷えているときは、暖機運転

を行ないます。（“暖機運転”の項目を参

照ください。）

� １回で始動しない場合は、同じ操作を繰

り返します。4 ～ 5 回行なっても始動しな

い場合は、スロットルコントロールグ

リップを少し (1/8 ～ 1/4)開けて、再度、

始動します。それでも始動しない場合は、

第 5 章の“故障と対策”の項目を参照く

ださい。
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暖機運転

1) エンジンが始動したらチョークノブを

半分位戻し、最初の 5 分間程度はスロッ

トルコントロールグリップを 5分の1以

下に押さえ運転しながら暖機をしてく

ださい。暖機後はチョークノブを完全に

戻します。( 暖機運転を怠るとエンジン

の寿命が短くなることが考えられま

す。)

� チョークノブを引いたままの状態にして

おくと、エンジンが停止してしまいます。

� － 5℃以下の時はエンジン始動後約 30秒

程チョークノブをいっぱいに引いたまま

にします。その後は通常の暖機と同じ操

作をします。

JMU01755¯

エンジン始動後の確認

� 冷却水点検孔から冷却水が排出されてい

ることを確認してください。

� 暖機後、アイドリングが安定しているこ

とを確認してください。

冷却水点検孔から冷却水が排出されないと

きはオーバヒートによる大きな損傷の原因

となりますので、使用を中止してください。

冷却水吸水口が詰まっている場合はエンジ

ンを停止させてから取り除いてください。回

復しないときはヤマハ取扱店へご相談くだ

さい。
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JMU00664

前進・後進

前進、後進をする前には、付近に遊泳者や障

害物等が無いことを確認してください。

前進、後進の操作を行なうときは、エンジン

回転を最低速回転の状態まで下げてから行

なってください。

JMU00869

前進

JMU01137

1) スロットルコントロールグリップを全

閉の状態にします。

2) ギヤシフトレバーをすみやかに中立

(ニュートラル)から前進側へ倒します。

JMU00870

後進

後進する際は、ゆっくりと行なってくださ

い。スロットルを半分以上開けないでくださ

い。ボートが不安定になり、操船に支障をき

たし事故につながる恐れがあります。

JMU01716

1) スロットルコントロールグリップを全

閉の状態にします。

2) ステアリングを 180 度回転させます。

3) ギヤシフトレバーをすみやかに中立

（ニュートラル）から後進側（船尾側）

へ倒します。
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エンジン停止

JMU01719¯

1) スロットルコントロールグリップを全

閉の状態にします。

2) ギヤシフトレバーを中立（ニュートラ

ル）にします。

3) 赤いエンジン停止ボタンをエンジンが

停止するまで押します。

4) エンジン停止後は燃料コックを閉め、エ

アベントスクリュを閉めます。

カールコードを引っ張って緊急エンジン停

止スイッチからロックプレートを引き抜い

てもエンジンは停止します。
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船外機トリム角度

船外機のトリム角度は、航走中のボートの船

首の高さの位置決めに使います。

トリム角度が適正であれば、最大限の性能が

発揮され燃費も向上します。

適正なトリム角度は、船体、エンジン、プロ

ペラの組み合わせで決まります。また、適正

なトリム角度は、ボートの負荷、海況、航走

スピード等によって変わります。

過度なトリム角度の調整は、ボートの安定性

や操船に支障をきたし事故につながる恐れ

があります。

ボートの安定性や操船に異常を感じた場合

は、ただちに航走スピードを落とすかトリム

角度の再調整を行なってください。

「トリム角度の調整」の項目を参照ください。

1 トリム範囲
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JMU01717

トリム角度の調整

船外機トリム角度の調整用の溝がブラケッ

トに 4ヵ所用意されています。

1) エンジンを止めます。

2) チルトアップした状態でチルトピン1を

外します。

3) チルトピンを再び好みの溝位置に差し

込みます。

船首を上げるときは、上方の溝にチルトピン

を差し込みます。

船首を下げるときは、下方の溝にチルトピン

を差し込みます。

トリム角度を変えて試走を行ない、ボートの

種類や使用状況に合わせて最適な位置を選

んでください。

� トリム角度を調整する前には、必ずエン

ジンを停止してください。

� チルトピンを外したり差し込んだりする

場合は、手を挟まれないように注意して

ください。

� チルトピンの位置を変えて最初に操船す

るときは、十分注意をしてください。徐々

にスピードを上げ、ボートの安定性を欠

く兆候や操作系の問題が無いかを見てく

ださい。不適切なトリム角度は、操船に

支障をきたします。

船外機のトリム角度は、チルトピンを１段ず

らすことにより約４°変わります。
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JMU00685¯

ボートが滑走しているときは、一般的に船首

はキールラインが水面よりも 3°～ 5°上

がっている状態が安定性がよく効率もよく

なります。船外機トリム角度を大きく取った

ときは、ボートは左右どちらかにハンドルを

取られる傾向を示す場合があります。そのと

きはステアリング操作で補ってください。

船首上がり

船外機のトリム角度を大きく取りすぎた場

合は、航走中に船首が上がり過ぎます。この

状態は船底への水の抵抗が増し、性能や燃費

が低下します。更に過度のトリムアップは、

プロペラがエアドローを引き起こし大きな

性能低下を招きます。また、ボートが飛び跳

ね乗員が船外へ投げ出される恐れもありま

す。

JMU00686

船首下がり

船首が下がっているときは、停止状態からの

発進加速が良くなります。高速航走での過度

のトリムダウン (トリムイン )は、船首の抵

抗が大きくなり、操船が困難となりボートの

安定性を欠き危険を招く恐れがあります。

1 船首上がり (トリム角度大 )

2 船首下がり (トリム角度小 )

3 トリム角度適正

ボートの種類によっては、船外機のトリム角

度の調整を行なっても航走姿勢が殆ど変化

しないこともあります。
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チルトアップ・ダウン

係留保管や浅瀬で係留時には、電食（水中の

微弱電気による金属の腐食）や海藻等の付着

によってプロペラやロワケースが損傷を受

けないように船外機をチルトアップします。

� エンジンを停止してからチルトアップし

てください。エンジン運転中にチルト

アップした場合は、オーバヒートによる

損傷を受けます。

� ティラハンドルを押さえつけてチルト

アップしないでください。ティラハンド

ルが損傷する恐れがあります。

� 船外機が後進方向を向いているときは、

チルトアップできません。
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チルトアップ

燃料漏れは火災の原因となります。チルト

アップするときは、燃料漏れを避けるためエ

アベントスクリュおよび燃料コックを閉じ

てください。

1) エアベントスクリュを閉じます。

2) 燃料コックを閉じます。

3) 船外機を前進方向へ向け、シフトを中立

（ニュートラル）にします。

4) 背面のハンドルを持って、いっぱいまで

チルトアップします。

5) チルトサポートレバーが自動的にクラ

ンプブラケット内側の溝に入り固定さ

れます。

船外機が前進方向を向いていないとチルト

サポートレバーが固定されません。チルトサ

ポートレバーが下がらないときは、船外機を

少しだけ左右に振ってください。

JMU00700

チルトダウン

1) さらに少しチルトアップして、チルトサ

ポートレバーを元の位置に戻します。

2) チルトダウンします。
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仕様諸元

機種名
単位 F2.5AMH

項目

寸法

全長 mm 623

全幅 mm 345

全高 S/L mm 1,021/1,148

トランサム高さ S/L mm 432/559

重量 S/L Kg 17.0/17.5

性能

全速回転範囲 r/min 5,250～ 5,750

最高出力 kW(hp) @ r/min 1.8(2.5)@5,500

アイドリングスピード (ニュートラル ) r/min 1,900

エンジン

エンジン種別 4ストローク，単気筒，OHV

総排気量 cm3 72

内径 × 行程 mm 54.0 × 31.5
点火方式 TCI

スパークプラグ NGK BR6HS

電極隙間 mm 0.6 ～ 0.7

バルブクリアランス (冷間時 ) IN mm 0.08～ 0.12

EX mm 0.08～ 0.12

操作系方式 ティラハンドル

始動方式 手動始動

バッテリ容量 V-AH －

発電出力 V-A(W) －

始動系 チョーク式

ドライブ

ギヤ 前進 - 中立

減速比 2.08 (27/13)

トリム /チルト方法 マニュアル

プロペラマーク BS

燃料とオイル

推奨燃料 無鉛レギュラーガソリン

燃料タンク容量 L 0.9

推奨エンジンオイル ヤマハ 4 サイクルオイル又は同等品

SAE 10W-30,10W-40

API SE,SF,SG,SH,SJ

エンジンオイル容量 L 0.35

推奨ギヤオイル ヤマハ船外機ギヤオイル

ギヤオイル容量 cm3 75

締め付けトルク

スパークプラグ N・m （kgf・m) 24 (2.4)

プロペラナット N・m （kgf・m) －

エンジンオイルドレンボルト N・m （kgf・m) 18 (1.8)
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運搬と保管

燃料漏れは火災の原因となります。運搬およ

び保管時は燃料漏れを避けるためエアベン

トスクリュおよび燃料コックを閉じてくだ

さい。

JMU01060¯

船体に取り付けた状態での運搬

船外機の運搬は通常の航走状態と同じ姿勢

で行なってください。このときに、路面から

十分に間がとれない場合は、チルトアップし

て船外機を確実に保持できるような道具(ト

ランサムバー等)を使用して運搬してくださ

い。詳しくは、ヤマハ取扱店へお問い合わせ

ください。

チルトアップしているときは、道具を使って

保持している場合でも、船外機の下には入ら

ないでください。偶発的原因で船外機が勢い

よく降下して、身体が挟まれる恐れがありま

す。

ボートを牽引しているときは、チルトサポー

トレバー/ ノブを使用しないでください。揺

られてレバーが外れ、船外機が勢いよく降下

してくることがあります。船外機を通常の航

走状態と同じ姿勢で運搬できないときは、更

なる保持道具を使ってチルトアップした状

態で船外機を確実に保持できるようにして

ください。
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取り外した状態での運搬

エンジンオイルがシリンダ内に流れ込まな

いように、キャリングハンドルまたは船外機

スタンド等を使用し、立てた状態で運搬する

か、背面のキャリングハンドルを持って前面

が下になるように運搬してください。

JMU01422

長期保管

船外機を長期にわたって保管する場合は、劣

化損傷を留めるためにヤマハ取扱店にて格

納点検を受けられることをお奨めいたしま

す。

ご自身でやられる場合は、簡易的方法として

次のようにしてください。

� オイルパンからシリンダ内へオイルが流

れ込む不具合いを避けるために運搬や保

管のときは、図のような状態に保ってく

ださい。

� 冷却水が完全に抜けるまで、船外機を横

にして置かないでください。冷却水が排

気側からシリンダ内へ流れ込み損傷の原

因になります。

� 船外機の保管は、乾燥した風通しの良い

場所で行なってください。直射日光の当

たる場所には置かないでください。

1 垂直状態

2 横にした状態（左舷下向け）

3 チョークノブ側を下向けにした状態

（クランプハンドルは上向け）

1

2

3
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1) 真水を使って船外機外部を洗ってくだ

さい。（“船外機外観”の項を参照くださ

い）

2) グロメット 1を外します。

3) 容器を使ってドレンホースから出るガ

ソリンを受けながらドレンスクリュを

ゆるめます。

4) エアベントスクリュを閉め、燃料コック

レバーを“閉”の位置にします。

5) 船外機から冷却水を完全に抜き、表面を

ふきあげます。
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冷却経路の洗浄

冷却水を供給せずにエンジンを運転しない

でください。ウォータポンプが壊れ、オーバ

ヒートしてエンジンが損傷します。

エンジン始動前には、冷却経路に水を供給し

てください。

JMU00732

� 水槽を使った洗浄

1) 船外機を水槽にいれます。

2) キャビテーションプレートが浸かるま

で真水を入れます。

3) シフトを中立 (ニュートラル )にしてエ

ンジンを始動させます。

4) 数分間アイドリング ( 無負荷最低速回

転 )で運転します。

水位がキャビテーションプレート以下の場

合は冷却水の供給が十分に出来ず、エンジン

に損傷をきたします。

1 水面

2 最低の水位
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定期点検

� エンジン運転の指示なき作業等を行なうときは、必ずエンジンを止めてください。

� お客様自身が整備作業についてあまり熟知されていない場合は、ヤマハ取扱店へ作業を

依頼してください。

交換部品は必ず純正部品、または指定されたものを使ってください。

JMU01722

定期点検表

� 印の項目については、お客様自身で点検を行なってください。

❍ 印については、最寄りのヤマハ取扱店に依頼して点検を行なってください。

*1.塩水や泥水等でのご使用後は、その都度実施してください。

お客様の船外機の使用状況により、点検時間が異なる場合がありますのでご了承ください。

詳しいことは、ヤマハ取扱店へご相談ください。

項目

間隔 初回 次回

参照ページ10時間
(1 カ月 )

50時間
(3カ月 )

100時間毎
(6カ月毎 )

200時間毎
(1 年毎 )

スパークプラグ 清掃 / 調整 / 交換 � � � 4-8

グリス給脂 注入 / 塗布 � 4-7

ギヤオイル 交換 � � 4-17

燃料系統 点検 � 4-10

燃料フィルタ 点検 / 交換 ❍ ❍ ❍ ー

アイドリングスピード 調整 � � 4-11

アノード 点検 / 交換 ❍ ❍ 4-18

船外機外観 点検 � � 4-19

冷却経路 (*1) 洗浄 � � 4-5

プロペラ 点検 � � 4-15

キャブレタ 点検 / 調整 ❍ ❍ ー

ボルト / ナット類 点検 / 増し締め ❍ ❍ 4-19

エンジンオイル 交換 � � 4-12

バルブクリアランス 点検 / 調整 ❍ ❍ ー

サーモスタット 点検 ❍ ー

TCIユニットギャップ 点検 / 調整 ❍ ❍ ー
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グリス給脂箇所

ヤマハグリス A　(耐水グリス )
部品番号 90890-69910(50g)

90890-69911(250g)

ヤマハグリス D　(耐食グリス )　*1
部品番号 90890-69920(50g)

*1.プロペラシャフト用
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スパークプラグの点検

スパークプラグ脱着の際は、碍子を損傷させ

ないように注意してください。

漏電して、火災等を誘発する恐れがあります。

スパークプラグは、点検が簡単なエンジンの

重要な構成部品です。スパークプラグの状態

は、エンジン性能に影響を与えます。スパー

クプラグは、電極にカーボン等が付着して

徐々に劣化して行きますので、定期的に外し

て点検を行なう必要があります。電極が消耗

していたり、カーボン等で汚損している場合

は交換してください。

電極の隙間は、隙見ゲージを用いて点検し、

規定値に合わせてください。

スパークプラグの取り付けは、取り付け面を

きれいに拭いて規定トルクで締めてくださ

い。

新しいスパークプラグを取り付ける際にト

ルクレンチが準備できない時は、指でいっぱ

いに締め込んだ後、プラグレンチを使用して

1/4 ～ 1/2回転締め込んでください。出来る

だけ早い時期に、トルクレンチを使用して規

定値で締めてください。

1 電極隙間

2 スパークプラグ番号

標準スパークプラグ；

第４章の仕様諸元をご覧ください。

電極隙間；

第４章の仕様諸元をご覧ください。

スパークプラグ締め付けトルク；

第４章の仕様諸元をご覧ください。
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スパークプラグの取り外し手順

1) グロメットを取り外します。

2) 付属工具のプラグレンチとドライバ

（＋/－）を組み合わせてスパークプラグ

を取り外します。

3) スパークプラグを交換します

4) グロメットを取り付けます。



4-10

JMU00746

燃料系統の点検

ガソリンは、高い引火性と爆発性がありま

す。タバコ等の火気や他の火種になるような

ものを近づけないでください。

燃料ホース等からの燃料洩れ、亀裂、詰まり

等を点検してください。

不具合が有れば、直ちにヤマハ取扱店で修理

を行ってください。

主な点検箇所

� 燃料系統部品からの燃料洩れ

� 燃料ホース接続部からの燃料洩れ

� 燃料ホースの亀裂や疲労

燃料漏れは火災や爆発の原因となりますの

で、常に点検をしてください。

燃料漏れが見つかった場合は、直ちにヤマハ

取扱店で修理を行ってください。
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アイドリングスピード ( 無負荷最低

速回転 )の調整

� エンジン運転中は電装部品に触れたり、

外したりしないでください。

� エンジン運転中は手、髪、衣服等が回転

部品に巻き込まれないように近づけない

でください。

この作業は水上で行なってください。陸上で

行なう場合は水槽を使って行ないます。

本作業は診断用のタコメータ（エンジン回転

計）が必要です。

1) 中立（ニュートラル）でエンジンを始動

させ、暖機運転を終了させます。

2) スロットルストップスクリュ1 にて、規

定のアイドリングスピード（第 4 章の仕

様諸元参照）に調整します。

アイドリングスピードの調整はエンジンが

完全に暖まった状態で行なってください。調

整が困難な場合はヤマハ取扱店へご相談く

ださい。

スロットルストッ

プスクリュ

アイドリングスピード

時計方向に回す 早くなる

反時計方向に回す 遅くなる
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エンジンオイルの交換

� エンジン停止直後は、オイルがたいへん

熱くなっていますので、すぐには排出し

ないでください。

� ボートトランサムや専用スタンドに船外

機をしっかりと固定してください。

エンジンの寿命を延ばすために初回は使用

後 10 時間、その後は 100 時間、または 6 カ

月毎にオイル交換を行なってください。

エンジンオイルが温かいうちにオイル交換

を行なってください。

1) 船外機を垂直状態にします。

2) エンジンオイルの容量以上の廃油受皿

を用意します。

オイルドレンボルト 1 を外して、廃油

受皿の中に完全にオイルを排出させま

す。このとき、こぼれたオイルはすぐに

ふきとってください。

3) オイルドレンボルトのガスケットを新

しいものと交換し、オイルを軽く塗って

から取り付けをします。

トルクレンチが準備できない場合は、オイル

ドレンボルトのガスケットが座面に当たる

まで指でねじ込み、更に 1/4～ 1/2 回転締め

込みます。できるだけ早い時期に、トルクレ

ンチを使って正規の値で締めてください。

締め付けトルク；

第４章の仕様諸元をご覧ください。
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4) 給油キャップ 2 を外します。給油口か

ら規定量のエンジンオイルを入れ、給油

キャップを締めます。

� オイル量の点検は、船外機を垂直状態に

して行なってください。

� オイルは入れすぎないようにしてくださ

い。エンジンオイルを入れすぎた時は、規

定量になるようにオイルを抜いてくださ

い。オイルが多すぎるとオイル洩れや故

障の原因となります。

5) エンジンを始動してオイル等の洩れの

無いことを確認します。

6) エンジンを停止してから数分後に、油面

がオイルレベルゲージの上限と下限

マークの間にあるか確認します。下限

マーク以下の場合は補充します。上限

マーク以上の場合はオイルを抜きます。

� 廃油の処理は、法律や条例等に従って行

なってください。

� トローリング（微速航走）等での使用が

多い場合は、更に早めのオイル交換をお

すすめします。

エンジンオイル量；

第４章の仕様諸元をご覧ください。
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配線と各接続部の点検

1) 導通用の各アース線が確実に取り付け

られていることを点検してください。

2) 各配線の接続が確実にされていること

を点検してください。

JMU00762

排気ガス洩れの点検

エンジンを始動させ、クランクシリンダ ( エ

ンジン本体)部分等から排気ガス洩れの無い

ことを点検してください。

JMU00763

冷却水洩れの点検

エンジンを始動させ、クランクシリンダ ( エ

ンジン本体)部分等から冷却水洩れの無いこ

とを点検してください。

JMU01631

エンジンオイル洩れの点検

エンジンオイル系統からエンジンオイル洩

れの無いことを点検してください。

エンジンオイル洩れが見つかった場合は、

ヤマハ取扱店へご相談ください。
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プロペラの点検

プロペラ付近は偶発的原因でエンジンが始

動したときに、大きな事故につながる恐れが

あります。

� プロペラの点検や脱着等を行なう前に

は、スパークプラグキャップをスパーク

プラグより外してください。さらにシフ

トを中立（ニュートラル）にし、緊急エ

ンジン停止スイッチのロックプレートを

外してください。

� プロペラナットを締めたり緩めたりする

ときは手でプロペラを持たないでくださ

い。プロペラとキャビテーションプレー

トの間に木片等をかませてから行なって

ください。

JMU00766

主な点検箇所

� プロペラブレードの減り、表面の侵食、損

傷等の点検をします。

� プロペラシャフトのスプライン ( 山谷部

分）の減りや損傷等を点検します。

� プロペラシャフトに釣糸が巻き込まれて

いないか点検します。

� プロペラシャフトのオイルシールが損傷

していないか点検します。
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プロペラの取り外し

1) プライヤを使って割ピン1を伸ばし、引

き抜きます。

2) プロペラナット 2とワッシャ3 を取り

外します。

3) プロペラ 4とスラストワッシャ5 を取

り外します。

プロペラナットの 2面幅 ;21mm

JMU00925

プロペラの取り付け

� プロペラを取り付ける前にはスラスト

ワッシャを必ず入れてください。プロペ

ラとロワケースが接触し損傷する恐れが

あります。

� 割ピンは新しいものを使用して端を確実

に折曲げてください。プロペラ脱落の原

因となります。

1) プロペラシャフトにヤマハグリス D( 耐

食グリス )を塗布します。

2) スラストワッシャを広がっている方か

らプロペラシャフトにを入れ、プロペラ

を取り付けます。

3) ワッシャを入れプロペラナットを取り

付け、プロペラを固定します。

4) プロペラシャフトとプロペラナットの

穴位置を合わせ、割ピンを取り付けま

す。割ピンの端を折り曲げます。

プロペラナットを取り付けたときにプロペ

ラシャフトの穴位置が合わないときは、緩め

て穴位置を合わせてください。
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ギヤオイルの交換

� チルトアップされた船外機の下には入ら

ないでください。偶発的に船外機が降り

てきた場合には、重い事故につながる恐

れがあります。

� 船外機はボートトランサムや専用スタン

ドに確実に固定してください。

1) ドレンプラグが真下にくる位置まで船

外機を傾けます。

2) 廃油の受け皿をロワケースの下に敷き

ます。

3) オイルドレンプラグ 1を外します。

4) オイルレベルプラグ 2 を外し、ギヤオ

イルを残らず排出させます。

排出したギヤオイルが白濁しているときは、

ギヤケースの損傷等の恐れがあります。

ヤマハ取扱店へ点検、修理を依頼してくださ

い。

5) 船外機を垂直状態に保ち、ヤマハ船外機

ギヤオイル(ハイポイドギヤオイル#90)

をオイルドレン穴より注入します。

ギヤオイル容量；

第４章の仕様諸元を参照ください。
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6) 注入したギヤオイルがオイルレベル穴

から溢れ出したら、オイルレベルプラグ

を締めます。次にオイルドレンプラグを

締めます。

オイルレベルプラグやオイルドレンプラグ

の緩みはロワケース内への水混入の原因と

なります。ガスケットを新しく交換して、確

実に締め付けてください。

廃油の処理は、法律や条例等に従っておこ

なってください。

JMU00776

アノードの点検

アノードの役目は、船外機を電食 ( 水中の微

弱電気による金属の腐食)から保護するため

のものです。

アノードの状態を点検し、新品の３分の１以

上が消耗している場合は交換します。冷却経

路内のアノード(機種による)の点検および

交換は、ヤマハ取扱店で行なってください。

アノードに塗料を塗った場合は、電食防止効

果がなくなりますので注意してください。

使用状態や環境により、アノードの消耗時間

は著しく異なります。
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ボルト、ナット締め付け状態の点検

1) フライホイールナットやシリンダヘッ

ドボルト等が規定トルクで締っている

ことを点検してください。

2) 他のボルトやナットについても同様に

点検してください。

JMU01633

トップカウルの点検

トップカウルを両手で押して、締まり具合を

点検してください。

ガタ等がある場合は、ヤマハ取扱店で修理を

行なってください。

JMU00782

船外機外観

JMU00783

船外機の清掃

1) ご使用後は真水で船外機の外部を洗っ

てください。

2) 冷却経路の清掃は、“長期保管”の項目

をご覧ください。

JMU00784

船外機外装の点検

船外機本体表面の傷、破損、塗装の剥がれ、

変色(白化)等が無いかどうかを点検してく

ださい。必要に応じて、塗料を塗って補修し

てください。

専用の塗料が用意されています。詳しくは

ヤマハ取扱店へお問い合わせください。



4-20

JMU00785

船底の清掃

船底の状態によってボートの性能は大きく

変わります。

船底の状態は、海藻や貝類が付着しないよう

に常にきれいに保っておくことが必要です。

必要で有れば、船底専用塗料を塗っておくと

海藻や貝類が付着しにくくなります。

塗料については、ヤマハ取扱店へお問い合わ

せください。

JMU01726

付属工具と部品

1 工具袋

2 ドライバ（＋ /－）

3 ドライバグリップ

4 応急始動用ロープ

5 スパークプラグ（気筒数と同数）

6 プラグレンチ /ボックスレンチ (21-10)

7 プライヤ



4-21

－メモ－



5

JMU00790

第 5 章

不具合時の対応

故障と対策 ........................5-1

応急処置 ..........................5-4
衝撃を受けた場合 ................5-4
始動装置が作動しない場合 ........5-5
船外機を水中に落とした場合 ......5-8
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JMU01760¯

故障と対策

万一、故障が生じたときは、ヤマハ取扱店にご相談ください。

一般的に考えられる故障を選び、その想定される原因を列記いたします。（機種や仕様によ

り該当しない項目も含まれております）

不安な箇所がありましたら、できるだけそのままの状態でヤマハ取扱店に連絡し専門技術

者におまかせください。

現象 推定原因 対応

A.
スタータが動かな
い

1.スタータの故障。 1.ヤマハ取扱店にて修理。

B.
エンジンが始動し
ない。（スタータは
動く）

1.燃料タンクが空。 1.燃料を入れる。

2.燃料の汚染、または古くなってい
る。

2.新しい、きれいな燃料へ交換。

3.燃料フィルタの詰まり。 3.清掃、または交換。

4.始動手順の間違い。 4.第３章の“エンジン始動”の項目参照。

5.スパークプラグの不良。 5.電極の清掃、または交換。

6.スパークプラグ電極隙間が不適
切。

6.正規の隙間に合わせる。

7.配線の接続不良、または損傷。 7.接続の確認、または配線の交換。

8.電装部品の故障。 8.ヤマハ取扱店にて修理。

9.カールコードのロックプレートの
外れ。

9.緊急エンジン停止スイッチにロックプレート
を差し込む。

10.エンジン内部の損傷。 10.ヤマハ取扱店にて修理。

11.燃料コックが閉まっている。 11.燃料コックを開ける。
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C.
アイドリング（無負
荷最低速回転）が不
安定、またはエンス
トする。

1.スパークプラグの不良。 1.電極の清掃、または交換。

2.燃料ホースが圧迫されている。 2.燃料ホース取り回しの点検。

3.燃料の汚染、または古くなってい
る。

3.新しい、きれいな燃料へ交換。

4.燃料フィルタの詰まり。 4.清掃、または交換。

5.電装部品の故障。 5.ヤマハ取扱店にて修理。

6.スパークプラグ電極隙間が不適
切。

6.正規の隙間に合わせる。

7.配線の接続不良、または損傷。 7.接続の確認、または配線の交換。

8.推奨外オイルの使用。 8.推奨オイルへ交換。

9.サーモスタットの不良。 9.ヤマハ取扱店にて修理。

10.キャブレタ調整不良。 10.ヤマハ取扱店にて修理。

11.エアベントスクリュが閉まってい
る。

11.エアベントスクリュを開ける。

12.チョークノブが引かれている。 12.チョークノブを戻す。

13.チルトの上げ過ぎ。 13.チルトを下げる。

14.キャブレタの詰まり。 14.ヤマハ取扱店にて修理。

15.燃料ホースの接続不良。 15.接続箇所の点検。

16.スロットルバルブの調整不良。 16.ヤマハ取扱店にて修理。

17.燃料コックが閉まっている。 17.燃料コックを開ける。

現象 推定原因 対応
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D.
エンジンの力がな
い。

1.プロペラの損傷。 1.プロペラの交換。

2.プロペラサイズの不良。 2.指定回転範囲に適合するプロペラへ交換。

3.トリム角度の調整不良。 3.再調整。

4.船外機取り付け高さ不良。 4.再調整。

5.船底への貝、海草類の付着。 5.清掃。

6.スパークプラグの不良。 6.電極の清掃、または交換。

7.船外機への貝、海草類の付着。 7.清掃。

8.燃料ホースが圧迫されている。 8.燃料ホース取り回しの点検。

9.燃料フィルタの詰まり。 9.清掃、または交換。

10.燃料の汚染、または古くなってい
る。

10.新しい、きれいな燃料へ交換。

11.スパークプラグ電極隙間が不適
切。

11.正規の隙間に合わせる。

E.
振動が大きい。

1.プロペラの損傷。 1.プロペラの交換。

2.プロペラシャフトの損傷。 2.ヤマハ取扱店にて修理。

3.海藻、貝類のプロペラへの付着。 3.除去、清掃。

4.クランプスクリュの緩み。 4.締め付け。

5.ハンドルスイベル部の緩み、また
は損傷。

5.締め付け、またはヤマハ取扱店にて修理。

F.
プロペラが回転し
ない。（わずかには
回転する場合もあ
る）

1.プロペラダンパのスリップ。 1.プロペラの交換。

2.クラッチの損傷。 2.ヤマハ取扱店にて修理。

3.ドライブシャフト、またはプロペ
ラシャフトの損傷。

3.ヤマハ取扱店にて修理。

現象 推定原因 対応
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応急処置

JMU00793

衝撃を受けた場合

船外機は航走中に、水中の浮遊物等との衝突

による重大な損傷を受けることがあります。

損傷を受けた船外機は安全な航走が出来ま

せん。

航走中の船外機に水中の物体が当たった場

合は、次の手順に従ってください。

1) エンジンを停止してください。

2) 各部の作動を確認し、さらに各部品の損

傷も点検してください。また、ボートの

損傷具合も調べてください。

3) ゆっくりと細心の注意をはらいながら、

最寄りの港へ引き返してください。

4) 再度ご使用になる前に、必ずヤマハ取扱

店の点検を受けてください。
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始動装置が作動しない場合

手動始動装置が動かない場合は応急始動用

ロープでエンジンを始動することができま

す。ただし、ボートの仕様やぎ装状態によっ

ては操作が非常に困難な場合があります。

� この操作は非常時に最寄りの港へ引き返

すときに限って行なってください。

� ボートが急発進し、事故につながる恐れ

があります。シフトは必ず中立（ニュー

トラル）にしてください。

� 応急始動用ロープを引いてエンジンを始

動させるときは、背後に人が居ないこと

を確認してください。

� エンジン始動の際は衣服等が巻き込まれ

ないようにしてください。

� エンジン始動後はフライホイールや他の

回転部分に触れないようにしてくださ

い。

� エンジン運転中はイグニションコイル、

高圧線、スパークプラグ等に触れないよ

うにしてください。感電する恐れがあり

ます。

JMU01727

応急始動

1) トップカウルを外します。

2) 燃料タンクの取り付けボルト 1 を外し

ます。

3) スタータケースの取り付けボルト 2 を

外します。
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4) 燃料タンクを持ち上げながらスタータ

ケースの取り付けボルト3を外します。

5) カラー 4を外します。

6) スタータケースを持ち上げながら

チョークワイヤをキャブレタから外し

ます。

7) スタータケースを手前に引き、取り外し

ます。

8) 外したボルト 2 を使って燃料タンクブ

ラケット（フライホイールカバー）を固

定します。

9) 外した 2 本のボルト 1 を使って燃料タ

ンクの後ろ側 2ヵ所を固定します。

10)“エンジン始動”の項を見て始動の準備

をします。シフトを中立（ニュートラ

ル）にして、カールコードのロックプ

レートを緊急エンジン停止スイッチへ

差し込みます。
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11) エンジンが冷えているときは、キャブレ

タのレバー 5 を押し込みチョークを作

動させます。

エンジン始動後は、レバーを元の位置に

戻します。

12) 燃料タンクを持ち上げながら応急始動

用ロープの結び目をロータの切り欠き

に入れ、時計方向に 1 ～ 2 回巻き付けま

す。

ロープが長すぎる場合は長さを調整してく

ださい。

13) 抵抗を感じるところまでロープをたる

まないように引いて止めます。

14) そこから一気に引きます。一度で始動し

ない場合は、同じ操作を繰り返してくだ

さい。

15) トップカウルを戻します。
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船外機を水中に落とした場合

エンジンを水没させた場合は、ただちに分解

整備をしなければなりません。分解整備が遅

れるとエンジン内各部に錆や腐食の発生を

促す原因となりますから、ただちにヤマハ取

扱店へ持参してください。

ただちに持参できない場合は、応急的に次の

処置を施してください。

JMU00824

1) ただちにエンジンを水中から引き上げ

ます。

2) 真水で洗い塩分、泥水、藻類を取り除き

ます。

3) スパークプラグを取り外し、プラグ孔よ

りエンジン内部の水等を排出させます。
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4) キャブレタ、燃料フィルタ、燃料ホース

等に残っている燃料を抜き取り、またド

レンプラグよりエンジンオイルを抜き

取ります。

5) エンジンオイル容量と同じ量の新しい

エンジンオイルを給油口から注ぎます。

エンジンオイル容量 :

第 4章の仕様諸元をご覧ください。

6) キャブレタやスパークプラグ孔よりエ

ンジンオイルを注入し、手動でフライホ

イールロータを回転させオイルを行き

渡らせます。

7) できる限り早くヤマハ取扱店に分解整

備を依頼してください。

ヤマハ取扱店での分解整備を受けずに再使

用しないでください。
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第 6 章
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索引 ...............................6-1
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お客様ご相談窓口のご案内

お買い上げいただきました製品についてのお問い合わせ、ご相談はご購入店または下記の

「お客様相談室」へお願いいたします。

ヤマハ発動機（株）　お客様相談室

〒 438-8501 静岡県磐田市新貝 2500

フリーダイヤル  0120-090-819

オープン時間　月曜～金曜（除く祝祭日）

9:00 ～ 12:00　13:00 ～ 17:00

移動電話等、フリーダイヤルがご利用出来ない場合は、

0538-32-1166 をご利用ください。
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保 証 書

お買いあげいただきました裏面記載の製品に万一不具合がおきました場合にはこの保証書に基づき次の通り保証致します。

なお、この保証は日本国内で使用される当該製品に限り適用致します。

１．保証の発効
お買いあげいただきました当該製品の保証は、この保証書に弊社の販売店、取扱
店が必要事項を記入の上、捺印することにより有効となります。

２．保証期間
保証期間は、納入日（お客様にお渡しした日）より一般保証１年間又は使用時間
200時間、特別部品保証３年間又は使用時間300時間のいずれか先に到達したとき
までと致します。特別保証部品はフューエルタンク等の燃料系部品、ステアリン
グブラケット等の操舵系部品、クランクシャフト等のエンジン部品、ドライブシ
ャフト等の動力伝達系部品、ニュートラルスイッチ等の機能部品の破損に対して
適用致します。尚、特別保証部品の詳細につきましては弊社指定の販売店、取扱
店及びサービス店へお問い合わせ下さい。

３．保証内容
（要件）
次の３つの要件を充すものに限ります。
a保証期間内に、当該製品を構成する弊社純正部品及び指定部品に、材料又は製造
上の原因により発生した故障又は破損。

s保証期間内に弊社の販売店、取扱店に届け出の上保証修理が認められたもの。
d購入後１か月目の無償点検が指定されている製品については、その点検済を証す
る書面を提示すること。

（内容）
aこの保証書に示す条件に従って、弊社の判断により無償にて当該部品の交換又は
補修を行います。

s保証修理により取り外した不良部品は、弊社の所有となります。
４．保証修理の受け方
保証修理の適用を認められたときは、次の手順に従ってください。

aお買いあげの販売店、取扱店又は弊社指定販売店に於いて修理を受けてくださ
い。

sその際、登録済の保証書及び２．dの書面の提示及び当該故障又は破損物品の提
出がないときは、保証修理の対象になりませんのでご注意ください。

５．保証除外項目
保証期間内でも、次の項目の一つに該当するときは保証修理の対象となりません。

（指定外品、天災に起因するもの）
a弊社純正及び指定以外の部品又は材料を使用した為に発生したとみなされる故障
又は破損。

s天災、地変、公害、航行中又は海送、陸送中の事故、その他弊社の責に帰すこと
の出来ない事由により発生した故障又は破損。

d一般的に機能上影響のない腐食、錆、オイルのにじみ及び感覚的な現象。（音、
振動等）

f経時変化により発生した塗装、メッキ面等の自然退色、ひび割れ及びこれらに類
するもの。

（取扱方法等に起因するもの）
a取扱方法、保守方法もしくは保管方法の誤り又は保管場所の不適切によって発生
したとみなされる故障又は破損。

s日常点検、点検整備、定期交換部品の交換等が実施されていないために発生した
とみなされる故障又は破損。

d弊社が定める使用制限規定（定員、積載量、馬力等）を超えて使用したために発
生したとみなされる故障又は破損。

fレースに使用したもの。
g弊社指定の販売店、取扱店及びサービス店以外で行われたエンジン又は艤装品の
取付けによって発生したとみなされる故障又は破損。

h弊社指定の販売店、取扱店及びサービス店以外で行われた修理、整備、改造によ
って発生したとみなされる故障又は破損。

（※）通常の使用状態において消耗するもの（パッキン、オイルシール、プロペラ、
プラグ等）は保証修理の対象になりません。

６．保守、点検、整備
当該製品を安全に御使用いただくために、弊社で定める保守、点検、整備は取扱
説明書及び整備手帳に定めるところに従いお客様の責任において実施していただ
きます。又、これらに要する費用はお客様の負担となります。

７．保証の継承
保証期間内にある中古製品を購入されたお客様は、保証書に記載されている弊社
販売店、取扱店に保証書を提示の上、点検整備（有料）を受けることにより、残
余の保証期間を継承することができます。

ヤマハ発動機株式会社
静岡県磐田市新貝2500
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保証登録書
■納入時の記入項目
点検実施者が記入して下さい。

商　　品　　コ　　ー　　ド

販　売　店　名 （販売店　コード）

ＴＥＬ番号：　　　（ ）

ＦＡＸ番号：　　　（ ）

備考（アフターサービス店等ある場合ご記入下さい）

保証開始日：２０ 年　　月　　日
（納入日）

特別保証満了日：２０ 年　　月　　日

～

一般保証満了日：２０ 年　　月　　日

プロペラサイズ 最高回転数 rpm

ＤＭ発送元　　１．上記販売店　　　２．発送しない　　　３．その他（備考）

「お願い」：ご住所、ご氏名等の変更があった場合は速やかにご連絡下さい。

項　　　　　目 チェック

外観の状態

ロワーケースギヤオイルの量

チルトの作動

各スイッチ類の作動

オートルーブシステムの確認

パイロットホールからの冷却水の出具合

アイドリング回転数のチェック

タコメータの作動

項　　　　　目 チェック

シフトの入り具合（Ｆ－Ｎ－Ｒ）

スロットル（グリップ、レバー）の作動

プロペラ選定

お客様への取扱い説明

ならし運転についての説明

取扱説明書、整備手帳の引渡し

フリガナ 生　年　月　日

ご　氏　名 大正，昭和，平成

年　　　月　　　日

性別　　　　　男　　女

フリガナ

ご　住　所

Ｔ　Ｅ　Ｌ　：　　　　　　　　（ ）

船　　　名 定係港

■納入点検項目
※チェック欄への記入：該当する項目で説明が済んだもの或いは点検して良好なものはレ印を

記入して下さい。

ヤマハ発動機（株）保証登録係　FAX  No,  0120（790）－ 208

〒 －

q販売店控（FAX用）Outboard

ヤマハ拠点名

ヤマハ拠点コード

M B K INDUSTRIE
PRODUCT ASSEMBLED IN FRANCE

PRODUIT ASSEMBLE EN FRANCE

取扱説明書、整備手帳、備品（同梱工具、その他　　 ）

高圧ポンプオイル量
（ダイレクトインジェクションモデル）

オートルーブシステムの作動
（２サイクルモデル）

エンジンオイル量
（４サイクルモデル）

クランプブラケットの製造番号プレートの番号を転記して下さい。

取付艇種 用　　途
レジャー　・　業務（営業）（マル印）

F0112
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wヤマハ販売会社控保証登録書

項　　　　　目 チェック

外観の状態

ロワーケースギヤオイルの量

チルトの作動

各スイッチ類の作動

オートルーブシステムの確認

パイロットホールからの冷却水の出具合

アイドリング回転数のチェック

タコメータの作動

項　　　　　目 チェック

シフトの入り具合（Ｆ－Ｎ－Ｒ）

スロットル（グリップ、レバー）の作動

プロペラ選定

お客様への取扱い説明

ならし運転についての説明

取扱説明書、整備手帳の引渡し

■納入点検項目
※チェック欄への記入：該当する項目で説明が済んだもの或いは点検して良好なものはレ印を

記入して下さい。

ヤマハ発動機（株）保証登録係　FAX  No,  0120（790）－ 208

Outboard

取扱説明書、整備手帳、備品（同梱工具、その他　　 ）

高圧ポンプオイル量
（ダイレクトインジェクションモデル）

オートルーブシステムの作動
（２サイクルモデル）

エンジンオイル量
（４サイクルモデル）

ＤＭ発送元　　１．上記販売店　　　２．発送しない　　　３．その他（備考）

「お願い」：ご住所、ご氏名等の変更があった場合は速やかにご連絡下さい。

■納入時の記入項目
点検実施者が記入して下さい。

商　　品　　コ　　ー　　ド

M B K INDUSTRIE
PRODUCT ASSEMBLED IN FRANCE

PRODUIT ASSEMBLE EN FRANCE

クランプブラケットの製造番号プレートの番号を転記して下さい。

販　売　店　名 （販売店　コード）

ＴＥＬ番号：　　　（ ）

ＦＡＸ番号：　　　（ ）

備考（アフターサービス店等ある場合ご記入下さい）

特別保証満了日：２０ 年　　月　　日

一般保証満了日：２０ 年　　月　　日

ヤマハ拠点名

ヤマハ拠点コード

取付艇種 用　　途
レジャー　・　業務（営業）（マル印）

プロペラサイズ 最高回転数 rpm

フリガナ 生　年　月　日

ご　氏　名 大正，昭和，平成

年　　　月　　　日

性別　　　　　男　　女

フリガナ

ご　住　所

Ｔ　Ｅ　Ｌ　：　　　　　　　　（ ）

船　　　名 定係港

〒 －

F0112

保証開始日：２０ 年　　月　　日
（納入日）

～
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eお客様控（保証書）保証登録書

項　　　　　目 チェック

外観の状態

ロワーケースギヤオイルの量

チルトの作動

各スイッチ類の作動

オートルーブシステムの確認

パイロットホールからの冷却水の出具合

アイドリング回転数のチェック

タコメータの作動

項　　　　　目 チェック

シフトの入り具合（Ｆ－Ｎ－Ｒ）

スロットル（グリップ、レバー）の作動

プロペラ選定

お客様への取扱い説明

ならし運転についての説明

取扱説明書、整備手帳の引渡し

■納入点検項目
※チェック欄への記入：該当する項目で説明が済んだもの或いは点検して良好なものはレ印を

記入して下さい。

ヤマハ発動機（株）保証登録係　FAX  No,  0120（790）－ 208

Outboard

取扱説明書、整備手帳、備品（同梱工具、その他　　 ）

高圧ポンプオイル量
（ダイレクトインジェクションモデル）

オートルーブシステムの作動
（２サイクルモデル）

エンジンオイル量
（４サイクルモデル）

ＤＭ発送元　　１．上記販売店　　　２．発送しない　　　３．その他（備考）

「お願い」：ご住所、ご氏名等の変更があった場合は速やかにご連絡下さい。

■納入時の記入項目
点検実施者が記入して下さい。

商　　品　　コ　　ー　　ド

M B K INDUSTRIE
PRODUCT ASSEMBLED IN FRANCE

PRODUIT ASSEMBLE EN FRANCE

クランプブラケットの製造番号プレートの番号を転記して下さい。

販　売　店　名 （販売店　コード）

ＴＥＬ番号：　　　（ ）

ＦＡＸ番号：　　　（ ）

備考（アフターサービス店等ある場合ご記入下さい）

特別保証満了日：２０ 年　　月　　日

一般保証満了日：２０ 年　　月　　日

ヤマハ拠点名

ヤマハ拠点コード

取付艇種 用　　途
レジャー　・　業務（営業）（マル印）

プロペラサイズ 最高回転数 rpm

フリガナ 生　年　月　日

ご　氏　名 大正，昭和，平成

年　　　月　　　日

性別　　　　　男　　女

フリガナ

ご　住　所

Ｔ　Ｅ　Ｌ　：　　　　　　　　（ ）

船　　　名 定係港

〒 －

F0112

保証開始日：２０ 年　　月　　日
（納入日）

～
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